
力のモーメント  FL sinθ N・m

位置エネルギー

定積変化（等積変化）

定圧変化（等圧変化）

光電効果
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（１）　�小球 1，2 ともに同じ速さになるため，それを V とする。小球 2 がばねと接触過程で

運動量は保存されるため，運動量保存則より mv0＝（m＋M）V であり，

	 V ＝ m＋M
m  v0〔 m/s〕。

（２）　�ばねの最大の縮みを L とすると，エネルギー保存則より2
1 mv2

0 ＝2
1（m＋M）V2＋2

1 kL2

	 となり，2
1 kL2 = 2（m＋M）

mM v2
0 より，L＝v0 k（m＋M）

mM 〔 m 〕。

（３）　�水平面右向きを正の向きにとり，ばねから離れた直後の小球 1，2 の速度をそれぞれ

	 u1，u2 とすると，運動量保存則およびエネルギー保存則より，mv0＝Mu1＋mu2，

	
2
1 mv2

0 ＝
2
1 M|u1| 2＋ 2

1 m|u2| 2 を得る。これを整理すると u1＝m＋M
2m v0，u2＝m＋M

m−M v0。

	 速さは |u1 |＝m＋M
2m v0〔 m/s 〕，|u2 |＝ | m＋M

m-M |v0〔 m/s 〕となる。



（１）	 �コンデンサーの電気容量を C としたとき，C =ε0 4d
S  〔 F 〕。

（２）	 �間隔 d と 2 d の 2 つのコンデンサーを，それぞれ C1，C2 としたとき，直列接続と

	 みなすことができる。電気容量をそれぞれ C1，C2 とすると，

	 合成容量 C' は 
C'
1 ＝

C1
1 ＋

C2
1 ＝

ε0S
d ＋

ε0S
2 d より，C' ＝ε0 3d

S  〔 F 〕。

（３）	 �平行板コンデンサー内部の電界の強さは一様のため，その大きさを E とする。

	 x＝d の電位は V＝Ed＝C1
Q  より E＝C1d

Q ＝ ε0S
Q 〔 V/m 〕で与えられる。

	 �一様電界中の電位は V（ x ）＝Ex のように，傾き E で	

与えられる，金属板中で電位の変化はないことに注意	

すると，グラフは図のようになる。

（４）	 �金属板を引き抜く前後での電荷は不変なことに注意すると，引き抜く前の C1，C2 の

	 静電エネルギーはそれぞれ U1＝ 2
1  C1

Q2

＝ 2ε0S
dQ2

 ，U2＝ 2
1 C2

Q2

＝ ε0S
dQ2

。

	 一方，引き抜いた後のコンデンサーに蓄えられた静電エネルギーは

	 U' ＝ 2
1  C

Q2

＝ ε0S
2dQ2

。

	 求める仕事は両者の差であり，U' −（ U1＋U2 ）＝ 2ε0S
dQ2

 〔 J 〕。
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 鼓膜 うずまき管 基底膜 コルチ器 

 選択的透過性 受動輸送 能動輸送 静止電位 活動電位

 リン脂質  細胞壁

流動モザイクモデル

生物に有害な紫外線を吸収する。

ミトコンドリア

半規管 体の回転を受容する

聴細胞
（有毛細胞）

電位依存性ナトリウムチャンネルが閉じてナトリウムイオンの流入が停止し
電位依存性カリウムチャンネルが開いてカリウムイオンの排出が始まるから。

すべての真核生物の細胞にミトコンドリアが含まれるが，葉緑体は植物
細胞（光合成を行う生物）にのみみられるから。

前庭 体の傾きを受容する

鼓膜の振動を増幅させる。

（d）

b

b

不応期

好気性細菌 シアノバクテリア

個体群
（集団）

 形質 相同染色体 遺伝子座 対立遺伝子 遺伝子型

 水晶体 錐体細胞 桿体細胞 盲斑 チン小帯

 mRNA 母性因子 分節遺伝子 ホメオティック ABC

  生物群集 相利共生 片利共生 寄生

細胞質
（細胞質基質）





別解　鉱物：黒雲母
　　　元素：カリウム・アルゴンなど
　　　特徴：カリウム 40 の半減期が長いため，古い地質時代の年代測定に適している。

 E G J D F H I C B A

31 分角 → 31/60×π/180≒0.0090rad
D＝38 万 km×0.0090＝0.34 万 km＝約 3400km （実際には 3474km）

クレーターの視直径は 31×93/3400＝0.85 分角であり，視力 1.0 での角度分解能
は 1.0 分角以下の構造を見分けることが難しいので，望遠鏡による角度分解能
改善の助けが必要であった。

ウラン 235，238 の半減期が長いため，古い地質時代の年代測定に適している。

地球には大気があり，風や降雨による風化でクレーター跡が目立たなくなる。
また，プレートテクトニクスにより大陸や海洋底が変化し，クレーター跡は目
立たなくなったり，完全に消失する。

　  惑星を作った微惑星がそのまま集積して月ができたとすれば，平均密度は地球と
同じになるはずだが，実際の月は平均密度が地球より小さく鉄の核は小さいと考え
られる。これは，すでに核とマントルが分化したあとの原始地球に対して，他の微惑
星が衝突し（ジャイアントインパクト），地球のマントルと衝突物がとびちって月を
形成したと考えられている。

ジャイアントインパクト（説）

ジルコン
ウラン・鉛

流星（流れ星）

イ

（ ）



大気中の炭素の増加は年間 51 億トンであるが増加分に占める化石燃料の消費
は 94 億トンで，こちらの方が大きい。
したがって今すぐすべての化石燃料消費をやめれば大気中の炭素量は減少に
転じることが予測される。つまりA君の考えは正しくない。

大気中の（二酸化）炭素の年間増加分は合計 2269 億トン，減少分は合計 2218 億ト
ンで，差し引き 51 億トンの増加である。よって現在 8700 億トンある大気中の炭素
が倍になるのは，8700 億トン÷ 51 億トン/年＝約 170 年



耐 久 矛 先 玄 関 道 端 皆 勤

だ い た い は ん も に ゅ う わ い ち よ く か ん じ ゅ
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ウ
イ エ ※ 解 答 の 順 序 は 問 わ な い 。

イ
う ま く い く こ と が 多 い こ と

エ ラ ー が 少 な い こ と

安 全 の た め り が な い 。

現 実 の 世 界 の 仕 事 や 作 業 場 面 に つ い て 算 出 さ

れ る 評 価 値

書 き 言 葉 で は 音 声 が 持 つ 様 々 な 要 素 が 捨 象 さ

れ 、 相 手 の 意 図 を 誤 解 し や す く な る か ら

「 言 語 は ヒ ト と い う 種 に 固 有 な も の で あ る 」 と い う 観 察




